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長期的分析（夏季後） 長期的分析（冬季後） 

平成 24 年 3 月～平成 27 年 9 月 平成 24 年 3 月～平成 28 年 2 月 

  

・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる（2.0m 程度の堆積）．  
・ 沖方向 400m 付近は侵食傾向（3.0m 程度） 

・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる（2.0m 程度の堆積）．  
・ 沖方向 400m 付近は侵食傾向（3.0m 程度） 

平成 24 年 3 月～平成 28 年 9 月 平成 24 年 3 月～平成 29 年 3 月 

  

・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる（2.0m 程度の堆積）．  
・ 沖方向 400m 付近は侵食傾向（3.0m 程度） 

・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる（2.0m 程度の堆積）．  
・ 沖方向 400m 付近は侵食傾向（3.0m 程度） 

 

図 4.3.12 標高差分図(平成 24 年 3 月を基準とした長期的分析) 
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短期的分析（冬→夏） 短期的分析（夏→冬） 

平成 25 年 3 月～平成 25 年 9 月 平成 25 年 9 月～平成 26 年 3 月 

  

・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる．  
 

・ 平成 25 年 9 月時点と同様，沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる．  
 

平成 26 年 3 月～平成 26 年 9 月 平成 26 年 9 月～平成 27 年 3 月 

  

・ 沖方向 400m～500m 付近は侵食傾向となっていた． ・ 2.0k，4.0k，5.0k，6.0k では，バー陸側の地形が過去の断面と比較して低下傾向であり，今後，

注視が必要である． 
 

 

図 4.3.13 標高差分図（短期期的分析） 
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短期的分析（冬→夏） 短期的分析（夏→冬） 

平成 27 年 2 月～平成 27 年 9 月 平成 27 年 9 月～平成 28 年 2 月 

  

・ 全体としてやや侵食傾向である。 
・ 沖方向 400m 付近は堆積傾向となっていた．特に 4.0k 付近で 3ｍ程度の堆積と顕著である．  

・ 侵食、堆積が交互に現れる傾向は、例年と同様である． 
・ 岸寄りのごく近い箇所で侵食が生じており、今後の推移の注視が必要である。 

平成 28 年 2 月～平成 28 年 9 月 平成 28 年 9 月～平成 29 年 3 月 

  

・ 全体としてやや侵食傾向である。 
・ 沖方向 400m 付近は堆積傾向となっていた．特に 4.0k 付近で 2ｍ程度の堆積である．  

・ 侵食、堆積が交互に現れる傾向は、例年と同様である． 
・ 岸寄りのごく近い箇所で侵食が生じており、今後の推移の注視が必要である。 

 

図 4.3.14 標高差分図（短期期的分析） 
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